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（
15
） 

三
段
と
は
物
語
が
上
中
下
の
三
つ
に
別
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
六
段

の
場
合
は
一
か
ら
六
ま
で
の
区
切
り
が
あ
る
。

（
16
） 
絵
巻
「
を
く
り
」
の
詞
章
部
分
に
つ
い
て
は
、
同
作
を
描
い
た
の
が
岩

佐
又
兵
衛
（
一
五
七
八
―
一
六
五
〇
）
で
あ
れ
ば
、
江
戸
に
移
住
す
る

寛
永
十
四
年
（
一
六
三
七
）
以
前
の
福
井
時
代
で
あ
る
こ
と
が
考
え
ら

れ
る
。
岩
佐
又
兵
衛
は
摂
津
国
に
生
ま
れ
、
四
十
歳
の
頃
に
北
の
庄

（
現
福
井
市
）
に
移
る
。
こ
の
地
で
「
山
中
常
盤
物
語
絵
巻
」、「
浄
瑠

璃
物
語
絵
巻
」
な
ど
、
絵
巻
「
を
く
り
」
と
同
系
統
の
古
浄
瑠
璃
絵
巻

を
制
作
し
た
。

（
17
） 

上
は
冒
頭
三
丁
及
び
そ
の
他
の
箇
所
が
欠
け
、
中
・
下
も
後
半
部
が
欠

け
て
い
る
。

（
18
） 『
ま
つ
ら
長
じ
や
』
に
は
太
夫
名
未
詳
・
う
ろ
こ
か
た
や
孫
兵
衛
板
の

も
の
も
あ
り
、
本
地
語
り
に
近
い
も
の
が
備
わ
っ
て
い
る
が
、
寛
永
初

年
頃
の
板
行
で
は
な
い
か
と
さ
れ
る
が
不
確
定
な
た
め
省
い
て
い
る
。

（
19
） 

ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
同
書
は
、
横
山
重
に
よ
れ

ば
貞
享
二
年
三
月
に
鱗
形
屋
で
刊
行
し
た
も
の
が
原
刻
本
で
、
そ
れ
を

元
禄
十
年
頃
に
挿
絵
を
省
い
て
油
町
山
形
屋
が
出
版
し
た
の
で
は
な
い

か
と
述
べ
る
。
最
終
部
刊
記
に
は
「
丑　
三
月
吉
日　
油
町　
山
形
屋

新
板
」
と
あ
り
、
丑
と
は
延
宝
元
年
葵
丑
、
貞
享
二
年
乙
丑
、
元
禄
十

年
丁
丑
の
い
ず
れ
か
で
あ
り
、
原
板
は
貞
享
二
年
乙
丑
の
可
能
性
を
指

摘
し
、
こ
れ
を
十
二
年
後
の
元
禄
十
年
丁
丑
に
刊
行
し
「
丑
」
の
文
字

を
残
し
た
の
で
は
な
い
か
と
す
る
（
横
山
重
編
『
説
経
正
本
集
』
第
三　

一
九
六
八　
角
川
書
店　
五
一
三
―

五
一
四
頁
）。

（
20
） 

信
多
純
一
・
阪
口
弘
之
校
注
『
古
浄
瑠
璃 

説
経
集
』
一
九
九
二　
岩
波

書
店　
一
六
〇
―

二
四
六
頁

（
21
）
横
山
重
編
『
説
経
正
本
集
』（
全
三
巻
）
に
は
、
四
十
六
編
の
正
本
を

掲
出
し
、
各
巻
そ
れ
ぞ
れ
に
「
附
録
」
と
し
て
、
絵
巻
や
奈
良
絵
本
の

詞
章
部
分
や
読
み
物
化
し
た
も
の
計
二
十
編
を
収
録
し
て
い
る
。

（
22
） 『
説
経
正
本
集
』
第
一
の
附
録
に
収
載
さ
れ
て
お
り
、「
附
録
解
題
」
に

よ
れ
ば
筆
写
年
代
は
室
町
時
代
末
期
と
推
定
し
、
操
り
芝
居
に
の
せ
る

以
前
の
古
い
本
文
の
形
を
継
承
し
た
写
本
と
述
べ
る
（
横
山
重
編
『
説

経
正
本
集
』
第
一　
四
〇
二
―
四
三
五
頁
）。

（
23
） 

室
木
弥
太
郎
校
注
『
新
潮
日
本
古
典
集
成　
説
経
集
』
一
九
七
七　
新

潮
社　
四
一
二
頁

（
24
） 

山
本
吉
左
右
「
説
経
節
│
説
経
と
傘
│
」『
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
』
第

五
十
巻
六
号　
一
九
八
五　
至
文
堂　
七
三
頁

（
25
） 『
色
道
大
鏡
』
に
は
「
操
に
す
る
説
経
の
ふ
し
も
、
当
時
は
浄
る
り
に

ち
か
く
な
り
た
り
」
と
記
さ
れ
る
（
前
掲
書
（
6
）
に
同
じ
。
新
版 

色

道
大
鏡
刊
行
会
編
『
新
版　
色
道
大
鏡
』
二
三
五
頁
）。

 

（
な
い
と
う
・
ひ
さ
よ
し
／
神
奈
川
大
学
非
常
勤
講
師
）

◆ キーワード　アイヌ／小樽／青木純二／橋本尭尚／捜神記

「
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
」
の
作
成
過
程

　

 

―
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
の
事
例
―

日 

辻　
よ 
う 
子

は
じ
め
に

一
般
向
け
刊
行
物
な
ど
で
「
ア
イ
ヌ
の
伝
説
」
と
し
て
次
の
よ
う
な
話

が
紹
介
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。「
年
に
一
度
、
生
贄
に
少
女
を
求
め
る
大
蛇

が
お
り
、
断
る
と
害
を
な
す
の
で
村
人
が
困
り
果
て
て
い
た
と
こ
ろ
、
あ

る
少
女
が
自
ら
生
贄
に
志
願
し
た
。
少
女
は
猟
犬
と
マ
キ
リ
（
ア
イ
ヌ
民

族
の
小
刀
）
で
大
蛇
を
退
治
し
た
」
と
い
っ
た
話
で
あ
る
。
こ
の
伝
説
は

執
筆
者
に
よ
っ
て
呼
称
も
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
橋
本
尭
尚
に
よ
る
小
説

で
主
人
公
に
「
シ
ト
ナ
イ
」
と
い
う
名
前
が
付
け
ら
れ
て
以
降
、
シ
ト
ナ

イ
と
い
う
少
女
が
登
場
す
る
よ
う
に
な
っ
て
現
在
に
至
る
の
で
、
本
稿
で

は
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
。

二
〇
一
八
年
七
月
十
八
日
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
ゲ
ー
ム
ア
プ
リ
『Fate/

G
rand O

rder

』
）
1
（

に
て
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
を
元
に
し
て
作
ら
れ
た
ゲ
ー
ム

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
「
シ
ト
ナ
イ
」
が
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
を
契
機
に
、

同
月
に
は
国
内
外
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
達
か
ら
「
シ
ト
ナ
イ
伝

説
」
が
四
世
紀
の
中
国
の
干
宝
が
著
し
た
『
捜
神
記
』
と
似
て
い
る
と
指

摘
す
る
声
が
出
た
）
2
（

。

「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
と
『
捜
神
記
』
の
類
似
を
指
摘
す
る
声
は
以
前
よ
り

あ
っ
た
。
脇
哲
『
新
北
海
道
伝
説
考
』
昭
和
五
十
九
年
（
一
九
八
四
）
は

「『
捜
神
記
』
の
一
篇
で
し
か
な
か
っ
た
。
直
訳
と
い
っ
て
も
よ
い）

3
（

」
と
述

べ
て
い
る
。
筆
者
も
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
が
ア
イ
ヌ
の
伝
承
と
見
て
よ
い

の
か
疑
問
に
思
っ
た
が
、
そ
の
出
自
や
生
成
過
程
は
不
明
で
あ
っ
た
。
今

回
調
査
し
た
結
果
、出
典
が
ほ
ぼ
確
認
で
き
た
。「
怪
し
げ
な
ア
イ
ヌ
伝
説
」

は
な
ぜ
存
在
す
る
の
か
、
そ
の
構
造
的
な
問
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

一
． 

刊
行
物
か
ら
見
る
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」

筆
者
が
調
べ
た
限
り
、「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
が
ア
イ
ヌ
の
伝
説
と
し
て
採

用
さ
れ
た
例
は
、
最
も
古
い
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
青
木
純
二
『
ア

イ
ヌ
の
伝
説
と
其
情
話
』
か
ら
平
成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）『Fate/G

rand 
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O
rder

』ま
で
九
例
見
つ
か
っ
た
。
年
代
順
に
並
べ
る
と
次
の
通
り
と
な
る
。

な
お
、「　
」
内
は
当
該
刊
行
物
等
に
お
け
る
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
の
タ
イ

ト
ル
で
あ
る
。

①  
青
木
純
二
『
ア
イ
ヌ
の
伝
説
と
其
情
話
』
一
九
二
四
年 

富
貴
堂
書
房

「
大
蛇
を
殺
し
た
娘
」

②  

札
幌
放
送
局
『
北
海
道
郷
土
史
研
究
』
一
九
三
二
年 

日
本
放
送
協
会

北
海
道
支
部
「
小
樽
の
昔
噺
」

③  

北
海
道
庁
『
北
海
道
の
口
碑
伝
説
』
一
九
四
〇
年 

日
本
教
育
出
版
社

「
大
蛇
を
殺
し
た
娘
」

④  

高
島
尋
常
高
等
小
学
校
『
高
島
町
史
』
一
九
四
一
年 

高
島
尋
常
高
等

小
学
校
「
赤
岩
の
大
蛇
」

⑤  

藤
沢
衛
彦 

二
反
長
半
（
編
著
）『
少
年
少
女
日
本
伝
説
全
集
』
一 

一
九
六
一
年 

東
京
創
元
社
「
酋
長
の
メ
ノ
コ
、
シ
ト
ナ
イ
」

⑥  

二
反
長
半
『
少
年
少
女
日
本
の
民
話
・
伝
説
』
八
「
コ
タ
ン
の
大

蛇
：
小
人
の
コ
ロ
ボ
ッ
ク
ル 

ほ
か
」
一
九
六
三
年 
偕
成
社
「
コ
タ

ン
の
大
蛇
」

⑦  

北
海
道
口
承
文
芸
研
究
会
『
北
海
道
昔
ば
な
し 

道
央
編
』
一
九
八
九

年 

中
西
出
版
「
大
蛇
を
退
治
し
た
シ
ト
ナ
イ
の
話
」

⑧  

高
田
紀
子
『
伝
説
は
生
き
て
い
る : 

写
真
で
見
る
北
海
道
の
口
承
文

芸
』
二
〇
〇
七
年 

北
海
道
新
聞
出
版
局
「
赤
岩
の
大
蛇
と
シ
ト
ナ
イ
」

⑨  TY
PE-M

O
O

N
 / FG

O
 PR

O
JEC

T

『Fate/G
rand O

rder

』

二
〇
一
五
年
オ
ン
ラ
イ
ン
配
信
開
始 

株
式
会
社
ア
ニ
プ
レ
ッ
ク
ス

「
シ
ト
ナ
イ
」（
ゲ
ー
ム
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

先
に
記
載
し
た
資
料
の
中
で
出
典
を
明
記
し
て
い
る
の
は
『
高
島
町
史
』

と
『
北
海
道
昔
ば
な
し 

道
央
編
』
の
み
で
、
そ
れ
ぞ
れ
青
木
純
二
『
ア
イ

ヌ
の
伝
説
』
と
北
海
道
庁
『
北
海
道
の
口
碑
伝
説
』
を
出
典
と
し
て
い
る
。

北
海
道
庁
『
北
海
道
の
口
碑
伝
説
』
は
北
海
道
の
各
地
の
伝
説
、
社
寺
、

史
蹟
に
つ
い
て
ま
と
め
た
書
籍
で
あ
る
。
刊
行
当
時
、
道
内
市
町
村
、
学

校
、
諸
官
庁
に
頒
布
さ
れ
て
い
た）

4
（

。
表
題
に
「
口
碑
」
と
あ
る
が
、
収
録

さ
れ
た
地
域
の
事
物
は
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
役
場
が
調
べ
た
と
記
し
て
お

り
、
ア
イ
ヌ
民
族
に
関
す
る
伝
説
は
ほ
ぼ
全
て
そ
の
出
典
を
記
さ
れ
て
い

な
い
。

「
大
蛇
を
殺
し
た
娘
」
に
つ
い
て
も
「
小
樽
市
役
場
調
」
と
記
さ
れ
て
い

る
だ
け
で
著
者
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
文
章
が
酷
似

し
て
い
る
の
で
先
に
出
版
さ
れ
た
青
木
純
二
『
ア
イ
ヌ
の
伝
説
と
其
情
話
』

が
引
用
元
と
思
わ
れ
る
の
で
以
下
に
記
載
す
る
。

【
A
】
青
木
純
二
『
ア
イ
ヌ
の
伝
説
と
其
情
話
』
よ
り
「
大
蛇
を
殺
し
た
娘
」

（
一
九
二
四
年
）
5
（

） 

　
小
樽
手
宮
の
山
の
西
北
の
裂
け
目
に
昔
大
蛇
が
棲
ん
で
居
つ
た
。
長

さ
七
八
丈
、
大
さ
十
圍か
こ
えも

あ
つ
て
、
村
人
に
怖
が
ら
れ
、
喰
は
れ
て
死

ぬ
者
も
多
か
つ
た
の
で
、
村
人
た
ち
は
牛
羊
を
供
へ
て
、
祭
り
を
し
て

見
た
が
、
何
の
効
も
な
か
つ
た
。

　
そ
の
大
蛇
が
、
人
の
夢
枕
に
立
つ
て
、
十
二
三
歳
の
無
垢
の
乙
女
を

喰
ひ
た
い
と
い
つ
た
と
や
ら
で
、
村
人
た
ち
も
持
て
餘
し
て
居
つ
た
。

　
し
か
し
相
變
ら
ず
害
を
す
る
の
で
、
已
む
を
得
ず
、
賤
し
い
者
の
子

や
、
罪
あ
る
家
の
子
な
ど
を
貰
ひ
受
け
て
養
ひ
置
き
、
八
月
に
な
る
と
、

祭
り
を
し
て
大
蛇
の
穴
の
處
へ
其
の
兒
を
送
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と

大
蛇
が
出
て
來
て
呑
ん
で
了
う
と
い
ふ
風
で
、
年
々
そ
れ
が
例
と
な
り
、

す
で
に
九
人
の
乙
女
を
供
へ
ま
し
た
が
、
十
人
め
の
乙
女
が
入
用
と
な

つ
て
、
そ
れ
を
募
り
探
す
こ
と
に
な
つ
た
。

　
イ
ワ
ナ
イ
の
酋
長
に
は
、
男
子
が
無
く
て
、
六
人
の
女
兒
が
居
つ
だ
。

そ
の
年
若
い
女
兒
が
自
分
で
犠
牲
に
な
ら
う
と
申
し
出
た
。

　
父
母
は
許
さ
う
筈
も
な
い
の
に
、
娘
が
言
ふ
に
は
『
家
に
は
、
不
仕

合
で
、
男
の
子
が
一
人
も
無
く
て
、
女
の
子
ば
か
り
六
人
も
有
り
ま
す
、

有
つ
て
も
、
無
い
と
同
樣
か
と
存
じ
ま
す
。
女
の
子
で
は
、
御
兩
親
の

爲
め
に
何
の
御
役
に
も
立
た
ず
、
此
方
か
ら
御
助
け
申
し
上
げ
ら
れ
な

い
ば
か
り
で
は
な
く
、
衣
食
の
程
も
無
益
で
あ
り
、
生
き
て
居
る
効
も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
早
く
死
に
た
い
と
存
じ
ま
す
』
と
意
外
な
覺
悟

を
聞
い
て
、
父
母
は
尙
更
手
離
し
か
ね
、
娘
の
願
を
許
さ
な
か
つ
た
處
、

娘
は
家
を
脱
け
出
し
て
募
に
應
ず
る
と
い
ふ
始
末
、
と
て
も
思
ひ
止
ま

ら
せ
る
譯
に
ゆ
か
な
い
。

　
か
く
て
娘
は
、
い
よ
〳
〵
犠
牲
と
な
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
が
、

思
ふ
仔
細
あ
り
と
見
え
、
切
れ
味
良
き
マ
キ
リ
と
蛇
を
咋
ふ
犬
と
を
請

ひ
受
け
る
こ
と
に
し
た
。

　
八
月
と
な
つ
た
。
娘
は
大
蛇
を
祭
る
廟
に
入
り
、
懷
に
は
劍
を
忍
ば

せ
、
猛
し
き
犬
を
据
え
、
先
づ
鹿
の
肉
を
穴
の
ロ
ヘ
供
へ
た
。

　
や
が
て
這
ひ
出
る
大
蛇
の
い
き
ほ
ひ
、
頭
は
囷
ま
る
ぐ
らほ

ど
も
あ
り
、
眼

は
二
尺
の
鏡
の
如
く
、
穴
の
口
な
る
肉
の
香
を
嗅
ぎ
、
こ
れ
か
ら
先
へ

と
啗
ひ
つ
く
、
樣
子
を
篤
と
見
す
ま
し
て
、
乙
女
は
こ
ゝ
ぞ
と
犬
を
放

つ
た
、

　
必
死
の
猛
犬
に
噛
み
つ
か
れ
て
、
急
所
の
痛
手
堪
へ
難
く
、
さ
し
も

の
大
蛇
も
、
苦
る
し
氣
に
の
た
う
つ
て
、
と
う
〳
〵
醜
き
亡
骸
を
曝
し

た
。

　
娘
は
、
大
蛇
の
穴
を
探
り
、
前
は
喰
は
れ
た
九
女
の
髑
髏
を
取
り
出

し
て
、
言
葉
も
荒
く
『
如
何
に
女
の
身
な
れ
ば
と
て
、
氣
の
毒
に
も
大

蛇
に
喰
は
れ
る
と
は
、
弱
い
に
も
程
が
あ
り
ま
す
』
と
、
叱
り
氣
味
に

言
ひ
放
ち
、
其
の
ま
ゝ
ゆ
る
〳
〵
歸
つ
て
來
た
と
い
ふ
。

【
A
】
と
『
北
海
道
の
口
碑
伝
説
』
を
比
較
し
て
み
る
と
、
ほ
ぼ
同
一
の

文
章
で
あ
る
。
だ
が
、青
木
が
『
北
海
道
の
口
碑
伝
説
』
の
執
筆
に
関
わ
っ

た
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
一
方
で
青
木
に
よ
る
【
A
】
に
も
い
つ
ど
こ

で
誰
か
ら
聞
き
取
っ
た
伝
説
な
の
か
を
明
記
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
ど

ち
ら
に
よ
っ
て
も
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
が
小
樽
の
ア
イ
ヌ
の
伝
承
な
の
か

ど
う
か
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

参
考
ま
で
に
、
類
似
し
た
文
章
を
具
体
的
な
数
字
で
算
出
す
る
こ
と
が

で
き
る
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
『
文
章
類
似
度
算
出
（
速
攻
ハ
ッ
ク
版）

6
（

）』
を

用
い
て
み
る
と
八
八・八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
の
類
似
性
を
示
し
た
。
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二
．『
捜
神
記
』
に
つ
い
て

生
贄
を
求
め
る
怪
物
を
退
治
す
る
話
は
世
界
中
の
神
話
や
伝
承
、
創
作

物
に
見
ら
れ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
い
わ
ゆ
る
「
ペ
ル
セ
ウ
ス
・
ア
ン
ド

ロ
メ
ダ
型
神
話
」
が
、
日
本
で
は
「
ヤ
マ
タ
ノ
オ
ロ
チ
伝
説
」
な
ど
に
見

ら
れ
る
「
大
蛇
退
治
」
と
「
美
作
國
神
依
猟
師
謀
止
生
贄
語
」
や
「
早
太

郎
説
話
」
な
ど
に
見
ら
れ
る
「
猿
神
退
治
」
が
そ
の
類
型
だ
ろ
う
。

「
大
蛇
伝
説
」
は
怪
物
が
大
蛇
で
あ
る
こ
と
、「
猿
神
退
治
」
は
援
助
者

が
犬
で
あ
る
こ
と
が
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
と
似
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
主

人
公
は
男
性
で
あ
り
、
生
贄
に
さ
れ
た
娘
と
結
婚
す
る
事
も
な
け
れ
ば
、

怪
物
が
改
心
す
る
事
も
な
く
、
主
人
公
が
怪
物
退
治
の
褒
美
を
得
る
事
も

な
い
。

脇
は
『
捜
神
記
』
が
怪
物
退
治
に
お
い
て
例
外
的
に
主
人
公
が
幼
い
少

女
で
あ
り
、
そ
の
点
が
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
と
共
通
し
て
い
る
と
指
摘
し
、

さ
ら
に
物
語
自
体
が
『
捜
神
記
』
の
「
直
訳
と
い
っ
て
も
よ
い）

7
（

」
と
指
摘

し
て
い
る
。

脇
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
ユ
ー
ザ
ー
達
に
よ
っ
て
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
と

の
類
似
が
指
摘
さ
れ
た
『
捜
神
記
』
は
四
世
紀
の
中
国
東
晋
で
干
宝
が
著

し
た
志
怪
小
説
集
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
十
九
巻
に
「
李
寄
斬
蛇
」
が
あ

り
、
こ
の
小
説
が
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
と
似
た
話
だ
と
い
う
。
以
下
、『
捜

神
記
』
原
文
を
記
載
す
る
。

【
B
】
干
宝
『
捜
神
記
』
よ
り
「
李
寄
斬
蛇
）
8
（

」

　
東
越
閩
中
有
庸
嶺
髙
數
十
里
其
西
北
隙
中
有
大
蛇
長
七
八
丈
大
十
餘

圍
土
俗
常
懼
東
治
都
尉
及
屬
城
長
吏
多
有
死
者
祭
以
牛
羊
故
不
得
福
或

與
人
夢
或
下
諭
巫
祝
欲
得
啗
童
女
年
十
二
三
者
都
尉
令
長
並
共
患
之
然

氣
厲
不
息
共
請
求
人
家
生
婢
子
兼
有
罪
家
女
養
之
至
八
月
朝
祭
送
蛇
穴

口
蛇
出
吞
嚙
之
累
年
如
此
已
用
九
女
爾
時
預
復
募
索
未
得
其
女
將
樂
縣

李
誕
家
有
六
女
無
男
其
小
女
名
寄
應
募
欲
行
父
母
不
聴
。
寄
曰
父
母
無

相
惟
生
六
女
無
有
一
男
雖
有
如
無
女
無
緹
縈
濟
父
母
之
功
既
不
能
供
養

徒
費
衣
食
生
無
所
益
不
如
早
死
賣
寄
之
身
可
得
少
錢
以
供
父
母
豈
不
善

耶
父
母
慈
憐
終
不
聴
去
寄
自
潛
行
不
可
禁
止
寄
乃
告
請
好
劍
及
咋
蛇
犬

至
八
月
朝
便
詣
廟
中
坐
懐
劍
將
犬
先
將
數
石
米
餈
用
蜜
麨
灌
之
以
置
穴

口
蛇
便
出
頭
大
如
囷
目
如
二
尺
鏡
聞
餈
香
氣
先
啗
食
之
寄
便
放
犬
犬
就

嚙
咋
寄
從
後
斫
得
數
創
瘡
痛
急
蛇
因
踊
出
至
庭
而
死
寄
入
視
穴
得
其
九

女
髑
髏
舉
出
咤
言
曰
汝
曹
怯
弱
為
蛇
所
食
甚
可
哀
愍
於
是
寄
女
緩
步
而

歸
越
王
聞
之
聘
寄
女
為
后
拜
其
父
為
將
樂
令
，
母
及
姊
皆
有
賞
賜
自
是

東
治
無
復
妖
邪
之
物
其
歌
謠
至
今
存
焉

脇
は
【
A
】
青
木
が
【
B
】『
捜
神
記
』
を
直
訳
し
、
換
骨
奪
胎
し
た
と

指
摘
し
た
が
、
お
そ
ら
く
そ
う
で
は
な
い
。
青
木
は
松
井
等
の
「
妖
蛇
」

『
伝
説
之
支
那 

』（
一
九
二
二
）
を
参
考
に
し
た
と
思
わ
れ
る
。
次
に
記
載

す
る
。

【
C
】
松
井
等
『
伝
説
之
支
那
』
よ
り
「
妖
蛇
」（
一
九
二
二
年
）
9
（

）

　
東と
う
え
つ越

に
庸よ
う

嶺れ
い

と
い
ふ
高
山
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
西
北
の
裂
け
目
に
大

蛇
か
褄
ん
で
居
り
ま
し
た
。
長
さ
七
八
丈
、
大
さ
十
圍か
？
えも

あ
つ
て
、
土

地
の
人
に
怖
が
ら
れ
、
喰
は
れ
て
死
ぬ
者
も
多
か
つ
た
の
で
、
役
人
た

ち
が
牛
羊
を
供
へ
て
、
祭
り
を
し
て
見
ま
し
た
が
、
何
の
効
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

そ
の
大
蛇
が
、
人
の
夢
枕
に
立
ち
、
或
は
巫み
こ女

の
口
を
借
り
て
、

十
二
三
歳
の
無
垢
の
乙
女
を
喰
ひ
た
い
と
い
つ
た
と
や
ら
で
、
役
人
た

ち
も
持
て
餘
し
て
居
り
ま
し
た
。

　
然
か
し
相
變
ら
ず
害
を
す
る
の
で
、
已
む
を
得
ず
、
賤
し
い
者
の
子

や
、
罪
あ
る
家
の
子
な
ど
を
貰
ひ
受
け
て
養
ひ
置
き
、
八
月
に
な
る
と
、

祭
り
を
し
て
大
蛇
の
穴
の
處
、
其
の
兒
を
送
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
す

る
と
大
蛇
が
出
て
來
て
呑
ん
で
了
う
と
い
ふ
風
で
、
年
々
そ
れ
が
例
と

な
り
、
す
で
に
九
人
の
乙
女
を
供
へ
ま
し
た
が
、
十
人
め
の
乙
女
が
入

用
と
な
つ
て
、
そ
れ
を
募
り
探
す
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

將
し
ゃ
う
ら
く樂
縣け
んの
李り
た
ん誕
の
家
に
は
、
男
子
が
無
く
て
、
六
人
の
女
兒
が
居
り

ま
し
た
。
そ
の
年
若
の
女
兒
に
名
は
寄き

と
い
ふ
も
の
が
あ
り
、
其
の
兒

が
、
自
分
で
犠
牲
に
な
ら
う
と
申
し
出
ま
し
た
。

　
父
母
は
許
さ
う
筈
も
な
い
の
に
、
寄き

が
言
ふ
に
は
、「
家
に
は
、
不
仕

合
で
、
男
の
子
が
一
人
も
無
く
て
、
女
の
子
ば
か
り
六
人
も
有
り
ま
す
。

有
つ
て
も
、
無
い
と
同
樣
か
と
存
じ
ま
す
、
女
の
子
で
は
、
御
兩
親
の

爲
め
に
何
の
御
役
に
も
立
た
ず
、
此
方
か
ら
御
助
け
申
し
上
げ
ら
れ
な

い
ば
か
り
で
は
な
く
、
衣
食
の
程
も
無
益
で
あ
り
、
生
き
て
居
る
効か
ひ

も

ご
ざ
い
ま
せ
ん
か
ら
、
早
く
死
に
た
い
と
存
じ
ま
す
。
私
の
身
を
御
賣

り
に
な
れ
ば
、
少
し
ば
か
り
の
御お
か
ね錢

が
入
つ
て
、
御
助
け
の
端は
し

に
も
な

り
ま
せ
う
か
ら
、
い
つ
そ
然
う
し
て
下
さ
い
ま
し
。」
と
は
叉
意
外
な
覺

悟
を
聞
い
て
、
父
母
は
尙
更
手
離
し
か
ね
、
寄き

の
願
を
許
さ
な
か
つ
た

處
、
寄き

は
家
を
脱
け
出
し
て
募
に
應
ず
る
と
い
ふ
始
末
、
と
て
も
思
ひ

止
ま
ら
せ
る
譯
に
ゆ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
寄き

は
、
い
よ
〳
〵
犠
牲
と
な
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
が
、
思
ふ
仔

細
あ
り
と
見
え
、
切
れ
味
良
き
劒
と
蛇
を
咋く
ら
ふ
犬
と
を
請
ひ
受
け
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

　
八
月
と
な
り
ま
し
た
。
寄き

は
大
蛇
を
祭
る
廟や
し
ろに
入
り
、
懷
に
は
劒
を

忍
ば
せ
、
猛た
く
まし
き
犬
を
据
え
、
先
づ
山
盛
り
の
餅
へ
甘
た
る
い
麩
む
ぎ
こ
が
しを

ふ
り
か
け
て
、
穴
の
ロ
ヘ
供
へ
ま
し
た
。

　
や
が
て
這
ひ
出
る
大
蛇
の
い
き
ほ
ひ
、
頭か
し
らは

囷
ま
る
ぐ
らほ

ど
も
あ
り
、
眼

は
二
尺
の
鏡
の
如
く
、
穴
の
口
な
る
餅
の
香
を
嗅か

ぎ
、
こ
れ
か
ら
先
へ

と
啗く
ら

ひ
つ
く
、
樣
子
を
篤
と
見
す
ま
し
て
、
乙
女
は
こ
ゝ
ぞ
と
犬
を
放

つ
。

　
必
死
の
猛
犬
に
噛
み
つ
か
れ
て
、
急
所
の
痛
手
堪
へ
難
く
、
さ
し
も

の
大
蛇
も
、
苦
る
し
氣
に
の
た
う
つ
て
、
と
う
〳
〵
廣
庭
に
醜
き
亡な
き
が
ら骸

を
曝
し
ま
し
た
。

　
乙
女
は
、
大
蛇
の
穴
を
探
り
、
前
に
喰
は
れ
た
九
女
の
髑ど
く
ろ髏

を
取
り

出
し
て
、
言
葉
も
荒
く
「
如
何
に
女
の
身
な
れ
ば
と
て
、
氣
の
毒
に
も

大
蛇
に
喰
は
れ
る
と
は
、
弱
い
に
も
程
が
あ
り
ま
す
」
と
、
叱
り
氣
味
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に
言
ひ
放
ち
、
其
の
ま
ゝ
ゆ
る
〳
〵
歸
つ
て
來
ま
し
た
。

　
越え
つ

王お
う

は
こ
れ
を
聞
き
傳
へ
て
、
彼
の
乙
女
を
召
し
て
后き
さ
きと

し
、
そ
の

父
を
將
し
ゃ
う
ら
く樂
縣け
ん
れ
い令に
任
じ
、
母
や
妹
に
も
、
そ
れ
〴
〵
褒
美
を
與
へ
ま

し
た
が
、
そ
の
後
は
、
東と
う
え
つ越
の
地
方
に
怪
物
が
居
な
く
な
り
ま
し
た
。

今
も
、
其
の
事
が
謠う
た

に
遺
つ
て
居
り
ま
す
。

【
C
】
松
井
訳
と
【
A
】
青
木
を
比
較
し
て
み
る
と
、
地
名
や
人
名
の
違

い
、
で
す
ま
す
調
と
で
あ
る
調
の
違
い
、
エ
ピ
ソ
ー
ド
の
削
除
（【
A
】
青

木
に
は
身
売
り
を
申
し
出
る
話
し
と
立
身
出
世
話
が
削
除
さ
れ
て
い
る
）

以
外
、
文
章
が
酷
似
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
『
文
章
類
似
度
算
出
』
を

用
い
る
と
八
三・七
六
パ
ー
セ
ン
ト
の
値
を
示
し
た
。

【
C
】
が
収
録
さ
れ
た
松
井
の
『
伝
説
之
支
那
』
は
大
正
十
一
年

（
一
九
二
二
）
に
出
版
さ
れ
て
い
る
が
、
中
国
文
学
者
の
勝
山
稔
は
「
当
時

殆
ど
試
み
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
口
語
訳
）
10
（

」
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

書
き
下
し
文
で
は
な
い
漢
文
の
口
語
訳
と
【
A
】
青
木
が
こ
こ
ま
で
一
致

す
る
の
は
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。【
C
】
松
井
訳
は
【
B
】
捜
神
記
か
ら

削
除
し
た
部
分
が
あ
り
、
そ
の
部
分
は
【
A
】
青
木
の
描
写
と
一
致
す
る
。

【
B
】
捜
神
記
、【
C
】
松
井
訳
、【
A
】
青
木
を
比
較
し
て
見
ら
れ
る
大

き
な
四
点
の
相
違
を
以
下
に
記
載
す
る
。【
B
】
捜
神
記
の
翻
訳
は
竹
田
晃

訳
を
参
考
と
し
て
使
用
し
た）

11
（

。

①  【
C
】【
A
】
で
は
父
を
救
う
た
め
に
娘
が
身
を
挺
し
た
と
い
う
故
事
「
緹

縈
救
父
」
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

【
B
】
捜
神
記
「
女
無
緹
縈
濟
父
母
之
功
」

②  【
A
】
で
は
中
国
の
穀
物
庫
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。「
囷
ま
る
ぐ
ら」
と
は
王

禎
『
農
書
）
12
（

』
に
よ
る
と
丸
い
穀
物
庫
を
指
す
。
付
図
に
は
円
筒
形
の

建
物
が
描
か
れ
て
お
り
、
い
わ
ゆ
る
タ
ワ
ー
サ
イ
ロ
の
よ
う
な
姿
を

し
て
い
る
。
日
本
文
化
の
蔵
も
ア
イ
ヌ
文
化
の
蔵
も
四
角
い
形
を
し

て
お
り
、
円
筒
形
で
は
な
い
。
こ
の
描
写
は
北
海
道
庁
『
北
海
道
の

口
碑
伝
説
』
で
は
描
写
そ
の
も
の
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　

 【
B
】「
頭
大
如
囷
」

　

 【
A
】【
C
】「
頭
は
囷
ほ
ど
も
あ
り
」

③  【
A
】【
C
】
で
は
、
娘
が
大
蛇
の
後
ろ
か
ら
切
り
付
け
る
描
写
が
削

除
さ
れ
て
い
る
。

　

 【
B
】「
寄
從
後
斫
得
數
創
瘡
痛
急
蛇
因
踊
出
至
庭
而
死
」

竹
田
訳
で
は
「
寄
は
う
し
ろ
か
ら
切
り
つ
け
、
数
ヵ
所
に
傷
を
負
わ
せ

た
。
痛
み
に
耐
え
か
ね
て
、
蛇
は
の
た
う
ち
な
が
ら
穴
か
ら
お
ど
り
出
し
、

廟
の
前
ま
で
来
て
死
ん
だ
」
と
訳
し
て
い
る
。

④  【
C
】
松
井
訳
で
は
寄
は
「
如
何
に
女
の
身
な
れ
ば
と
て
〜
」
と
い

う
台
詞
を
言
う
。
松
井
の
創
作
性
が
垣
間
見
え
る
翻
訳
で
あ
る
。
し

か
し
、【
A
】
青
木
の
娘
も
一
字
一
句
違
わ
な
い
台
詞
を
言
う

　

 【
B
】「
汝
曹
怯
弱
為
蛇
所
食
甚
可
哀
愍
」

　

  

竹
田
訳
で
は
「
あ
ん
た
方
は
弱
虫
だ
か
ら
蛇
に
食
べ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
の
よ
。
ほ
ん
と
う
に
お
気
の
毒
な
こ
と
」
と
訳
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
を
以
っ
て
青
木
に
よ
る
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
は
「
李
寄
斬
蛇
」

の
翻
案
で
は
な
く
、
松
井
訳
の
引
き
写
し
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
こ
れ
は

「
大
工
と
鬼
六
」
に
つ
い
て
櫻
井
美
紀
が
述
べ
た
よ
う
な
「
外
国
種
子
の
書

承
が
日
本
の
風
俗
に
溶
け
込
み
口
承
と
な
っ
た
変
貌
の
道）

13
（

」
と
は
異
な
り
、

「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
は
、
青
木
の
書
承
が
ア
イ
ヌ
文
化
に
受
容
さ
れ
た
例
は

無
く
、
ま
た
ア
イ
ヌ
文
学
に
『
捜
神
記
』
が
受
容
さ
れ
た
経
緯
も
な
い
。

二
．
一
．
青
木
純
二
と
「
伝
説
」

本
稿
で
は
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
に
札
幌
の
富
貴
堂
か
ら
出
版
さ

れ
た
青
木
純
二
『
ア
イ
ヌ
の
伝
説
と
其
情
話
』
を
引
用
し
て
い
る
が
、
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
東
京
の
第
百
書
房
か
ら
『
ア
イ
ヌ
の
伝
説
』

が
、
昭
和
四
年
（
一
九
二
九
）
に
は
東
京
の
成
光
館
か
ら
『
民
族
性
の
研

究
―
ア
イ
ヌ
の
傳
説
』
と
い
う
書
籍
が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
三
冊
に
つ
い

て
阿
部
敏
夫
は
「「
民
族
性
の
研
究
」
の
部
分
は
納
武
津
著
に
な
っ
て
い
ま

す
が
ア
イ
ヌ
民
話
集
に
つ
い
て
は
前
二
書
と
同
じ
）
14
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

異
版
二
冊
は
内
容
こ
そ
違
い
は
無
い
が
、
表
題
か
ら
「
其
情
話
」
を
排

し
「
ア
イ
ヌ
の
伝
説
」
と
し
て
販
売
流
通
し
て
い
た
よ
う
だ
。

青
木
純
二
（
一
八
九
五
〜
没
年
不
詳
）
は
『
日
本
新
聞
年
鑑　

大
正

十
四
年
版
』
に
よ
る
と
、「
東
京
朝
日
新
聞
高
田
通
信
部
主
任
。
福
岡
市
外

千
代
町
（
明
二
八
、六
、一
〇
）
生
。
高
等
商
業
學
校
三
年
ま
で
。
福
岡
毎

夕
主
筆
凾
館
日
日
、
高
田
新
聞
、
新
潟
毎
日
等
を
經
て
東
京
朝
日
に
入
社
、

著
述
『
ア
イ
ヌ
の
傳
説
』
外
五
種
）
15
（

」
と
あ
る
。

青
木
は
『
ア
イ
ヌ
の
伝
説
と
其
情
話
』
の
は
し
が
き
に
「
こ
ゝ
に
集
め

た
『
ア
イ
ヌ
の
傳
説
と
其
情
話
』
と
は
、
大
部
分
は
『
婦
人
公
論
』『
淑
女

畫
報
』『
大
阪
朝
日
』
そ
の
他
の
諸
新
聞
雑
誌
に
発
表
し
た
も
の
〔
中
略
〕

あ
ら
ゆ
る
傳
説
研
究
書
を
讀
破
し
、
そ
の
上
、
親
し
く
ア
イ
ヌ
部
落
を
訪

ふ
て
古
老
た
ち
に
聞
い
た
話
ば
か
り
な
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る
。
し

か
し
、
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
三
話
の
み
で
、
そ
れ
ら
は
先
に

記
載
し
た
新
聞
雑
誌
で
は
な
く
、
朝
日
新
聞
社
が
出
版
し
た
『
山
の
伝
説

と
情
話
』
と
『
海
の
伝
説
と
情
話
』
の
二
冊
か
ら
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
の

書
籍
は
新
聞
社
が
募
集
し
た
創
作
小
説
集
で
あ
る
。

「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
の
よ
う
に
、
中
国
文
学
の
翻
訳
小
説
か
ら
引
き
写
し

た
小
説
に
つ
い
て
青
木
が
出
典
を
明
記
で
き
な
い
の
は
自
明
だ
が
、
前
年

に
出
版
さ
れ
た
知
里
幸
恵
の
『
ア
イ
ヌ
神
謡
集
』
か
ら
の
六
話
の
出
典
を

明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
は
何
故
だ
ろ
う
か）

16
（

。

ア
イ
ヌ
の
伝
説
に
限
ら
ず
、「
伝
説
集
」
と
は
「
事
実
」
を
編
集
し
た
出

版
物
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
現
著
作
権
法
で
は
地
域
に
伝
承
さ
れ
る
伝
説

を
著
作
物
と
見
做
さ
な
い）

17
（

。「
伝
説
」が
明
確
な
著
者
を
持
た
な
い
性
質
上
、

誰
の
創
作
性
も
有
さ
な
い
「
事
実
」
で
あ
る
と
す
れ
ば
著
作
権
が
存
在
し

な
い
パ
ブ
リ
ッ
ク
ド
メ
イ
ン
、
い
わ
ゆ
る
「
フ
リ
ー
素
材
」
と
見
做
さ
れ

て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

青
木
の
ア
イ
ヌ
民
族
や
ア
イ
ヌ
文
化
に
対
す
る
姿
勢
は
「
滅
び
ゆ
く
人

達
の
、
あ
り
し
世
の
生
活
」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、「
滅
び
ゆ
く
ア
イ
ヌ

民
族
」
と
い
う
憐
憫
の
眼
差
し
を
以
っ
て
「
古
の
ア
イ
ヌ
の
伝
説
」
を
蒐
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集
し
て
い
た
よ
う
だ
。

三
．「
シ
ト
ナ
イ
」
の
登
場

「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
が
今
日
に
至
る
ま
で
様
々
な
媒
体
で
語
ら
れ
て
き
た

最
大
の
要
因
は
「
シ
ト
ナ
イ
」
と
い
う
名
前
に
あ
る
と
筆
者
は
指
摘
す
る
。

一
章
で
示
し
た
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
九
例
の
内
、
北
海
道
庁
『
北
海
道
の

口
碑
伝
説
』
と
、【
A
】
青
木
の
二
例
を
除
い
た
全
て
に
「
シ
ト
ナ
イ
」
の

名
前
が
登
場
す
る
。

主
人
公
の
少
女
の
名
を
最
初
に
「
シ
ト
ナ
イ
」
と
し
た
の
は
札
幌
放
送

局
『
北
海
道
郷
土
史
研
究
』
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
収
録
さ
れ
た

橋は
し
も
と本

尭ぎ
ょ
う

尚し
ょ
う「

小
樽
の
昔
噺
」
第
二
話
だ
と
思
わ
れ
る
。
以
下
に
記
載
す

る
。

【
第
二
話
】 

橋
本
尭
尚
「
小
樽
の
昔
噺
」（
札
幌
放
送
局
『
北
海
道
郷
土
史

研
究
』（
一
九
三
二
年
））
よ
り）

18
（

　
尚
一
つ
伝
説
の
御
話
し
を
致
し
ま
す
。
小
樽
の
西
北
一
里
位
祝
津
の

海
岸
に
赤
岩
山
と
い
つ
て
其
名
の
如
く
茶
褐
色
の
岩
が
重
り
合
つ
て
ゐ

る
岩
窟
が
あ
り
ま
す
此
岩
窟
に
白
龍
大
權
現
が
祭
つ
て
あ
り
ま
す
。
此

邊
の
人
々
は
大
に
崇
敬
し
て
居
り
ま
す
。
此
處
に
參
詣
す
る
に
は
銕
の

梯
子
や
銕
の
鎻
に
倚
つ
て
辛
う
じ
て
登
る
危
檢
を
冒
さ
な
け
れ
ば
到
達

す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
。
昔
こ
の
洞
窟
に
大
蛇
が
棲
ん
で
居
た
長
さ

七
、八
丈
胴
の
太
さ
二
斗
樽
位
あ
つ
た
。
部
落
の
人
々
は
怖
れ
て
此
山
に

近
寄
る
も
の
が
な
か
つ
た
。
此
大
蛇
の
た
め
に
喰
は
れ
て
し
ま
ふ
者
が

多
か
つ
た
。
村
人
は
其
大
蛇
の
怒
り
を
恐
れ
、
熊
や
鹿
な
ど
を
供
へ
て

祭
り
を
し
て
見
た
が
何
の
効
も
あ
り
ま
せ
ん
。
或
夜
此
大
蛇
が
村
人
の

夢
枕
に
立
つ
て
十
四
五
歳
の
無
垢
の
處
女
を
喰
た
い
と
や
ら
云
ふ
た
の

で
持
て
餘
し
て
居
つ
た
。

　
併
し
相
變
わ
ら
ず
害
を
す
る
の
で
止
む
を
得
ま
せ
ん
で
、
互
に
相
談

の
上
籤
を
引
い
て
當
つ
た
家
の
處
女
を
八
月
に
な
る
と
祭
を
し
て
大
蛇

の
穴
の
所
へ
其
娘
を
供
へ
る
こ
と
に
し
た
。
す
る
と
大
蛇
が
出
て
來
て

呑
ん
で
了
う
と
云
ふ
風
で
年
々
そ
れ
が
例
と
な
り
ま
し
て
、
已
に
八
人

の
處
女
を
供
へ
ま
し
た
が
九
年
目
の
夏
も
來
り
八
月
の
祭
り
に
は
九
人

目
の
處
女
を
供
へ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
で
、
彼
處
此
處
と
探
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
此
附
近
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
困
つ
て
居
り
ま
し
た
。
茲
に

余
市
の
ア
イ
ヌ
人
の
酋
長
に
「
ウ
ヘ
レ
チ
」
と
云
ふ
も
の
が
あ
り
ま
し

た
。
男
の
子
が
な
く
て
九
人
の
女
兒
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
九
人
目
の

女
の
子
名
は
「
シ
ト
ナ
イ
」
と
云
ひ
年
十
五
歳
で
頗
る
「
ピ
リ
カ
」
即

ち
美
人
で
し
た
。
そ
の
處
女
が
赤
岩
山
の
人
身
供
の
事
を
聞
き
ま
し
て

自
分
が
其
犠
牲
に
な
ら
ふ
と
父
母
に
申
し
出
で
ま
し
た
。

　
父
母
は
許
さ
う
筈
も
な
い
の
に
娘
「
シ
ト
ナ
イ
」
の
言
ふ
に
我
家
に

は
不
幸
で
男
兒
が
な
く
女
の
子
ば
か
り
九
人
あ
つ
て
も
何
ん
の
役
に
も

立
ち
ま
せ
ん
。
無
い
も
同
然
で
す
。
生
き
て
居
る
甲
斐
も
あ
り
ま
せ
ん
。

聞
け
ば
祝
津
の
「
コ
タ
ン
」
で
は
赤
岩
山
の
祭
り
も
近
附
い
た
が
大
蛇

に
供
へ
る
娘
が
な
い
の
で
困
つ
て
ゐ
る
と
の
こ
と
で
す
。
私
が
其
人
身

供
に
な
つ
て
其
「
コ
タ
ン
」
の
人
々
を
救
ひ
た
い
と
思
ひ
ま
す
。
何
卒

許
し
て
下
さ
い
と
云
ふ
、
意
外
の
覺
悟
を
聞
い
た
父
母
は
祝
津
「
コ
タ

ン
」
の
人
々
の
為
め
に
な
る
も
の
な
ら
ば
許
し
て
も
よ
い
と
云
ひ
放
ち

ま
し
た
。

　
か
く
て
娘
の
「
シ
ト
ナ
イ
」
は
其
犠
牲
と
な
る
こ
と
に
極
り
ま
し
た
。

娘
の
「
シ
ト
ナ
イ
」
は
思
ふ
仔
細
あ
り
と
見
へ
父
に
乞
ふ
て
切
味
良
き

「
マ
キ
リ
」
と
父
が
獵
に
つ
れ
行
く
犬
を
借
り
受
け
ま
し
た
。

　
い
よ
〳
〵
八
月
十
五
日
赤
岩
山
の
祭
り
と
な
り
ま
し
た
。
娘
「
シ
ト

ナ
イ
」
は
愛
犬
を
引
連
れ
懷
に
は
「
マ
キ
リ
」
を
隠
し
余
市
の
「
コ
タ

ン
」
な
る
我
家
を
立
出
で
ま
し
た
。
送
る
人
々
に
別
れ
を
惜
し
ま
れ
て

祝
津
の
赤
岩
山
へ
と
指
し
て
行
き
ま
し
た
。
丁
度
夕
景
に
其
麓
に
到
着

し
ま
し
た
。
ま
だ
十
五
夜
の
月
は
出
ま
せ
ん
の
を
幸
と
暗
に
乘
じ
て
数

十
丈
の
岩
壁
を
犬
と
共
に
何
ん
の
苦
も
な
く
よ
ぢ
登
り
、
彼
の
大
蛇
の

棲
む
と
云
ふ
洞
窟
へ
參
り
ま
し
て
携
ふ
處
の
熊
と
鹿
の
肉
を
洞
窟
の
入

口
に
供
へ
ま
し
た
。
自
分
は
岩
蔭
に
身
を
忍
ば
せ
樣
子
を
窺
ふ
て
居
り

ま
し
た
。
十
五
夜
の
滿
月
は
そ
ろ
〳
〵
と
登
り
初
め
た
の
で
山
も
海
も

手
に
と
る
樣
に
見
渡
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。
彼
の
「
シ
ト
ナ
イ
」
今
や

遲
し
と
大
蛇
の
出
る
を
待
つ
て
居
り
ま
す
と
、
間
も
な
く
天
地
も
崩
れ

ん
計
り
の
響
き
を
な
し
て
大
蛇
は
大
頭
を
振
り
あ
げ
二
つ
の
眼
は
太
陽

の
如
く
光
を
放
ち
、
穴
の
口
に
出
て
來
て
供
へ
て
あ
る
肉
を
嗅
ぎ
大
口

を
開
き
、
舌
皷
を
う
つ
て
熊
の
肉
を
一
口
に
喰
ひ
盡
し
、
第
二
の
鹿
の

肉
に
喰
ひ
か
ゝ
り
ま
し
た
。
岩
蔭
に
隱
れ
居
た
る
娘
「
シ
ト
ナ
イ
」
は

樣
子
を
見
す
ま
し
て
犬
を
放
ち
ま
し
た
。
犬
は
忽
ち
一
聲
高
く
あ
げ
ま

し
て
大
蛇
に
飛
び
付
き
し
ば
し
の
間
は
爭
ふ
て
居
り
ま
し
た
が
遂
に
犬

は
大
蛇
の
咽
喉
に
嚙
付
き
ま
し
た
が
、
間
も
な
く
大
蛇
は
數
ヶ
所
の
痛

手
に
堪
へ
難
く
さ
す
が
の
大
蛇
も
と
う
〳
〵
倒
れ
て
し
ま
ひ
亡
き
体が
ら

を

曝
し
ま
し
た
。

　
娘
「
シ
ト
ナ
イ
」
は
隠
し
持
つ
た
る
「
マ
キ
リ
」
を
抜
き
放
ち
大
蛇

の
洞
窟
へ
と
入
り
、
前
に
喰
は
れ
た
八
人
の
娘
の
髑
髏
を
取
り
出
し
ま

し
て
一
纏
と
な
し
此
を
背
負
ひ
ゆ
う
〳
〵
と
山
を
下
り
ま
し
て
余
市
を

さ
し
て
夜
明
に
歸
り
ま
し
た
。
以
來
大
蛇
の
害
を
免
れ
ま
し
た
が
村
人

は
後
の
祟
り
を
恐
れ
ま
し
て
此
洞
穴
に
白
龍
大
權
現
と
し
て
祀
り
今
も

尚
ほ
崇
敬
し
て
居
ま
す
。
村
人
が
夜
長
の
昔
噺
し
と
し
て
居
り
ま
す
。

三
．
一
．
橋は
し
も
と本

尭ぎ
ょ
う

尚し
ょ
うに

つ
い
て

橋
本
尭
尚
（
一
八
六
四
〜
一
九
三
五
）
は
『
小
樽
の
人
と
名
勝
』
と
「
橋

本
尭
尚
関
係
文
書
）
19
（

」
に
よ
る
と
京
都
の
蔵
人
の
出
身
で
一
時
は
蔵
人
見
習

に
就
い
た
が
、
諸
官
制
改
廃
に
伴
い
蔵
人
も
廃
止
さ
れ
た
。
明
治
十
三
年

北
海
道
開
進
会
社
測
量
生
徒
と
し
て
北
海
道
に
来
道
。
以
降
、公
職
を
点
々

と
す
る
中
「
埋
れ
て
い
る
北
海
道
の
史
実
に
対
し
て
非
常
に
興
味
を
持
ち

始
め
た）

20
（

」
と
の
こ
と
で
あ
る
。
明
治
三
十
二
年
（
一
八
九
九
）、
専
売
局
職

員
と
し
て
小
樽
に
赴
任
し
た
。

大
正
十
三
年
小
樽
図
書
館
で
は
館
長
・
河
野
常
吉
を
含
む
十
五
名
の
有

志
が
忍
路
・
余
市
の
遺
跡
調
査
に
出
か
け
た
こ
と
を
契
機
に
「
郷
土
愛
に

強
い
関
心
を
持
っ
た
人
達
に
よ
っ
て
「
小
樽
郷
土
研
究
会
」
が
誕
生
）
21
（

」
し

た
と
い
う
。
こ
の
研
究
会
に
橋
本
が
所
属
し
て
い
た
の
か
は
不
詳
だ
が
、
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測
量
の
技
術
を
持
ち
、
北
海
道
の
史
実
に
興
味
が
あ
っ
た
橋
本
が
参
加
し

て
い
て
も
お
か
し
く
は
な
い
。

橋
本
は
大
正
十
四
年
一
月
、
小
樽
市
か
ら
市
史
編
纂
係
り
の
嘱
託
を
受

け
、
こ
の
頃
に
「
小
樽
史
談
会
」
を
結
成
。
大
正
十
五
年
十
月
か
ら
十
一

月
に
か
け
て
、
橋
本
が
結
成
し
た
「
小
樽
史
談
会
」
後
援
の
「
郷
土
志
料

展
覧
会
」
な
る
も
の
が
小
樽
図
書
館
で
催
さ
れ
、
開
催
中
に
は
「
郷
土
講

演
会
」
と
い
う
題
名
で
橋
本
が
小
樽
市
民
に
向
け
て
講
演
を
行
っ
て
い
る
。

三
．
二
．
橋
本
の
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
と
の
比
較

橋
本
の
「
小
樽
の
昔
噺
」
が
掲
載
さ
れ
た
『
北
海
道
郷
土
史
研
究
』
は

昭
和
六
年
（
一
九
三
一
）
五
月
に
日
本
放
送
協
会
札
幌
放
送
局
（
ラ
ジ
オ
）

で
放
送
し
た
教
養
放
送
「
郷
土
史
研
究
講
座
）
22
（

」
を
元
に
出
版
し
た
書
籍
で

あ
る
。
橋
本
は
こ
の
中
で
二
話
の
ア
イ
ヌ
の
伝
説
を
発
表
し
て
い
る
が
、

後
半
の
一
話
が
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
で
あ
る
。

橋
本
に
よ
る
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
は
『
捜
神
記
』
と
も
【
A
】
青
木
と

も
異
な
る
部
分
が
多
い
。
だ
が
舞
台
を
小
樽
と
す
る
点
、
主
人
公
が
生
贄

と
し
て
志
願
す
る
際
の
台
詞
「
我
家
に
は
不
幸
で
男
兒
が
な
く
女
の
子
ば

か
り
九
人
あ
つ
て
も
何
ん
の
役
に
も
立
ち
ま
せ
ん
。
無
い
も
同
然
で
す
。

生
き
て
居
る
甲
斐
も
あ
り
ま
せ
ん
」
と
言
う
点
、
生
贄
に
な
る
こ
と
が
決

ま
っ
た
際
の
娘
の
様
子
と
し
て
「
思
ふ
仔
細
あ
り
と
見
へ
」
と
い
う
点
、

犬
を
放
っ
た
後
で
自
ら
も
突
き
刺
す
描
写
が
削
除
さ
れ
て
い
る
点
な
ど

【
A
】
青
木
を
参
考
に
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ
る
。

【
B
】
捜
神
記
【
A
】
青
木
【
C
】
橋
本
訳
に
は
、
娘
が
誰
か
ら
武
器
と

犬
を
譲
り
受
け
た
か
は
描
写
さ
れ
て
い
な
い
。
娘
を
止
め
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
父
母
が
武
器
な
ど
を
与
え
た
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
橋

本
の
【
第
二
話
】
で
は
「
娘
の
「
シ
ト
ナ
イ
」
は
思
ふ
仔
細
あ
り
と
見
へ

父
に
乞
ふ
て
切
味
良
き
「
マ
キ
リ
」
と
父
が
獵
に
つ
れ
行
く
犬
を
借
り
受

け
ま
し
た
」
と
、【
B
】【
A
】【
C
】
に
は
な
い
「
武
器
と
犬
を
父
か
ら
譲

り
受
け
る
場
面
」
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

橋
本
は
【
A
】
青
木
が
【
C
】
松
井
訳
を
そ
の
ま
ま
引
き
写
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
に
気
付
か
ず
、
娘
が
「
マ
キ
リ
（
ア
イ
ヌ
民
族
の
小
刀
）」
を

譲
り
受
け
て
い
る
の
だ
か
ら
そ
れ
を
渡
し
た
の
は
父
親
だ
と
思
っ
た
の
だ

ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
橋
本
は
登
場
人
物
に
ア
イ
ヌ
風
の
名
を
付
け
、「
茲
に

余
市
の
ア
イ
ヌ
人
の
酋
長
に
「
ウ
ヘ
レ
チ
」
と
云
ふ
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

男
の
子
が
な
く
て
九
人
の
女
児
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
九
人
目
の
女
の
子

名
は
「
シ
ト
ナ
イ
」
と
云
ひ
」
と
し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
よ
う
に
北
海

道
庁
の
『
北
海
道
の
口
碑
伝
説
』
と
【
A
】
青
木
も
「
娘
」
と
だ
け
記
し

て
い
て
「
シ
ト
ナ
イ
」
と
い
う
名
前
は
登
場
し
な
い
。
こ
の
「
シ
ト
ナ
イ
」

と
い
う
名
前
は
ど
こ
か
ら
来
た
名
前
な
の
だ
ろ
う
か
。

三
．
三
．「
白
龍
権
現
」

橋
本
に
よ
る
【
第
二
話
】
は
直
接
関
係
の
な
い
歴
史
的
事
実
や
実
在
し

た
人
物
を
組
み
込
ん
で
具
体
性
を
増
し
て
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
話
の

冒
頭
に
あ
る
赤
岩
山
に
つ
い
て
は
「
岩
窟
に
白
龍
権
現
が
祭
つ
て
あ
り
ま

す
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
赤
岩
山
の
白
龍
権
現
と
は
、
明
治
二
十
年

（
一
八
八
七
）
北
海
道
に
真
言
密
教
を
伝
え
に
来
道
し
た
「
鷹た
か
お尾

了り
ょ
う

範は
ん

」）
23
（

の
伝
説
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
民
族
と
は
関
係
な
い
。
な
お
、
北
海
道
庁
『
北

海
道
の
口
碑
伝
説
』
の
高
島
町
の
項
目
に
「
赤
岩
洞
窟
の
行
者
」
と
し
て

白
龍
を
見
た
と
い
う
男
の
話
と
「
高
尾
了
範
」
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

三
．
四
．「
小
樽
の
昔
噺
」
の
登
場
人
物

橋
本
の
「
小
樽
の
昔
噺
」
に
は
「
ア
イ
ヌ
の
伝
説
（
昔
話
）」
と
し
て

「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
を
含
む
二
話
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
橋
本
は
【
第
一
話
】

冒
頭
「
こ
れ
よ
り
小
樽
の
昔
話
に
取
り
か
ゝ
り
ま
す
」
と
語
り
出
し
、【
第

二
話
】
で
は
一
転
「
尚
一
つ
伝
説
の
御
話
し
を
致
し
ま
す
」
と
語
る
。「
昔

話
」
と
「
伝
説
」
の
両
方
を
用
い
て
お
り
、
こ
の
二
つ
を
区
別
す
る
よ
う

な
説
明
は
無
い
。

第
一
話
は
「
ケ
フ
ラ
ケ
」
と
い
う
男
性
と
そ
の
息
子
「
ニ
シ
カ
」、
息
子

の
妻
「
ペ
チ
カ
」
と
い
う
名
前
の
ア
イ
ヌ
が
登
場
す
る
。
第
二
話
で
は
「
ウ

ヘ
レ
チ
」
と
い
う
男
性
と
そ
の
娘
「
シ
ト
ナ
イ
」
が
登
場
す
る
。
彼
ら
の

う
ち
「
ペ
チ
カ
」
を
除
く
「
ケ
フ
ラ
ケ
」「
ニ
シ
カ
」「
ウ
ヘ
レ
チ
」「
シ
ト

ナ
イ
」
は
い
ず
れ
も
小
樽
と
余
市
に
実
在
し
た
ア
イ
ヌ
の
名
前
で
あ
る
。

だ
が
必
ず
し
も
彼
ら
の
生
き
た
時
代
や
地
域
が
史
実
と
合
致
す
る
も
の
で

は
な
い
。

以
下
、
第
一
話
の
冒
頭
を
記
載
す
る
。

【
第
一
話
】
橋
本
尭
尚
「
小
樽
の
昔
噺
」
よ
り
第
一
話
冒
頭
部）

24
（

こ
れ
よ
り
小
樽
の
昔
話
に
取
り
か
ゝ
り
ま
す
。
年
代
は
判
然
と
し
ま
せ

ん
が
未
だ
一
人
の
和シ
ャ
モ人

も
住
ん
で
を
り
ま
せ
ん
頃
で
す
か
ら
今
よ
り
約

二
百
六
十
年
程
前
の
こ
と
で
す
。
小
樽
が
ま
だ
「
ク
ツ
タ
ル
シ
」﹇
ア
イ
ヌ

語
譯
虎
杖
草
﹈
と
稱
し
ま
し
た
。
今
の
入
舟
町
は
川
下
で
小
高
い
濱
邊
前

は
渺
々
た
る
海
原
茲
に
穴
を
掘
り
丸
木
を
柱
と
し
て
住
ん
で
居
た
親
子
二

人
の
「
ア
イ
ヌ
」
人
が
居
り
ま
し
た
。
父
親
の
名
は
「
ケ
フ
ラ
ケ
」
七
十

歳
以
上
の
老
人
其
風
采
は
堂
々
た
る
も
の
で
す
。
そ
の
筈
彼
は
元
東
蝦
夷

地
沙サ
ル流
に
住
み
同
地
の
酋
長
と
尊
敬
さ
れ
て
居
ま
し
た
が
、
か
の
有
名
な

蝦
夷
の
大
亂
と
も
云
ふ
べ
き
國
縫
の
大
戰
に
參
加
し
松
前
軍
を
惱
ま
し
ま

し
た
が
松
前
軍
の
た
め
内
地
よ
り
援
兵
が
多
く
來
り
、
又
彼
等
が
奸
策
に

陥
り
敗
軍
と
な
り
止
む
な
く
再
擧
を
計
ら
ん
と
此
「
ク
ツ
タ
ル
シ
」
に
落

ち
付
き
風
雲
の
來
る
時
節
を
待
つ
て
居
り
ま
し
た
。
併
し
寄
る
年
波
に
身

体
不
自
由
で
あ
り
ま
し
た
。
此
處
に
一
人
の
息
子
名
は
「
ニ
シ
カ
」
と
呼

び
至
つ
て
親
に
孝
養
を
盡
し
父
に
も
を
と
ら
ぬ
勇
敢
な
若
者
が
あ
り
ま
し

た
。

三
．
五
．「
物
語
」
と
実
在
の
ア
イ
ヌ
た
ち

「
ケ
フ
ラ
ケ
」
と
「
ウ
ヘ
レ
チ
」
は
「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
）
25
（

」

（
一
六
六
九
年
）
に
参
加
し
た
余
市
ア
イ
ヌ
の
名
前
で
あ
り
、「
ニ
シ
カ
」

と
「
シ
ト
ナ
イ
」
は
十
九
世
紀
に
開
拓
使
に
よ
っ
て
東
京
留
学
さ
せ
ら
れ

た
小
樽
ア
イ
ヌ
の
家
族
の
名
で
あ
る）

26
（

。
そ
の
中
で
も
「
シ
ト
ナ
イ
」
は
小

樽
の
惣そ
う
乙お
と
な名
（
役
職
名
）、
地
域
ア
イ
ヌ
の
最
有
力
者
で
あ
り
、
北
海
道
大
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学
北
方
資
料
『
明
治
元
年
明
治
二
年
小
樽
高
島
明
細
書
』
に
そ
の
名
前
を

見
る
こ
と
が
で
き
る）

27
（

。

【
第
一
話
】
で
は
「
二
百
六
十
年
程
前
の
こ
と
」「
國
縫
の
大
戰
」
と
記

し
て
い
る
こ
と
か
ら
史
実
の
「
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
」
の
こ
と
を
指

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。「
ケ
フ
ラ
ケ
」
を
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
戦
争
に
参
加

し
た
者
と
し
て
語
る
点
で
は
史
実
に
即
し
て
い
る
と
い
え
る
。
だ
が
、「
ニ

シ
カ
」
は
十
九
世
紀
の
人
物
の
名
で
あ
り
「
ケ
フ
ラ
ケ
」
の
息
子
で
は
あ

り
え
な
い
。
ま
た
、
同
じ
く
「
シ
ト
ナ
イ
」
も
十
九
世
紀
の
人
物
の
名
で

あ
り
、
シ
ャ
ク
シ
ャ
イ
ン
の
戦
い
に
参
加
し
た
「
ウ
ヘ
レ
チ
」
の
娘
で
は

あ
り
え
な
い
。

ア
イ
ヌ
民
族
の
命
名
規
則
に
よ
る
と
同
じ
地
域
で
は
同
じ
名
前
を
付
け

な
い）

28
（

。
し
た
が
っ
て
同
名
の
別
人
が
い
た
と
い
う
こ
と
も
考
え
に
く
い
。

最
後
に
残
っ
た
「
ペ
チ
カ
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
下
敷
き
と
な
っ
た
永
田

耕
作
の
「
夜
光
の
珠
か
魔
神
か
」
か
ら
そ
の
ま
ま
と
っ
た
も
の
で
あ
る
（
永

田
耕
作
も
青
木
純
二
も
ペ
チ
カ
の
夫
の
名
は
ニ
シ
カ
で
は
な
く
「
イ
サ
ヤ

コ
」
と
し
て
い
る
）。

三
．
六
．
橋
本
に
よ
る
「
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
」 

橋
本
に
よ
る
「
小
樽
の
伝
説
」
の
【
第
一
話
】
は
、
青
木
純
二
『
ア
イ

ヌ
の
伝
説
と
其
情
話
』
の
「
夜
光
の
珠
」
に
実
在
の
ア
イ
ヌ
の
名
「
ケ
フ

ラ
ケ
」「
ニ
シ
カ
」
を
は
め
込
ん
で
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

青
木
は
こ
の
「
夜
光
の
珠
」
の
出
典
を
「
海
の
伝
説
と
情
話
よ
り
」
と

明
記
し
て
お
り
、
引
用
関
係
は
明
確
で
あ
る
。『
海
の
伝
説
と
情
話
）
29
（

』
の

「
夜
光
の
珠
か
魔
神
か
」
は
、
永
田
耕
作
と
い
う
和
人
の
小
説
で
あ
り
、
ア

イ
ヌ
が
伝
承
し
て
い
た
伝
説
で
は
な
い
。
非
ア
イ
ヌ
民
族
の
日
本
人
に
よ

る
「
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
」
で
あ
る
。

橋
本
が
『
ア
イ
ヌ
の
伝
説
と
其
情
話
』
と
『
海
の
伝
説
と
情
話
』
の
ど

ち
ら
を
参
考
に
し
て
【
第
一
話
】
を
執
筆
し
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
元
は
「
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
」
で
あ
る
。

【
第
二
話
】
で
あ
る
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
も
同
じ
く
、【
A
】
青
木
に
小

樽
・
余
市
の
歴
史
上
の
実
在
の
ア
イ
ヌ
の
名
「
シ
ト
ナ
イ
」「
ウ
ヘ
レ
チ
」

を
は
め
こ
ん
で
書
き
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

橋
本
が
小
樽
に
赴
任
す
る
頃
に
は
小
樽
ア
イ
ヌ
は
す
で
に
浜
益
村
に
移

住
さ
せ
ら
れ
た
後
で
あ
り
、
郷
土
の
ア
イ
ヌ
伝
説
つ
い
て
知
る
に
は
青
木

の
『
ア
イ
ヌ
の
伝
説
と
其
情
話
』
し
か
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ

な
い
。

三
．
七
．『
捜
神
記
』
松
井
等
訳
か
ら
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
へ
の
変
更
点

松
井
等
が
訳
し
た
「
妖
蛇
」
か
ら
青
木
に
よ
る
「
大
蛇
を
殺
し
た
娘
」、

そ
し
て
橋
本
に
よ
る
「
小
樽
の
昔
噺
」
に
至
る
ま
で
の
ア
イ
ヌ
の
風
俗
、

あ
る
い
は
日
本
語
表
現
に
合
致
さ
せ
る
た
め
に
改
変
さ
せ
た
箇
所
を
要
約

す
る
。【
C
】
松
井
↓
【
A
】
青
木
↓
橋
本
【
第
二
話
】
の
順
に
次
の
通
り

で
あ
る
。

【
C
】
松
井

〈
舞
台
〉
東
越
の
庸
嶺
と
い
う
高
山
の
西
北
の
裂
け
目

〈
大
蛇
の
大
き
さ
〉
長
さ
七
八
丈
、
大
さ
十
圍

〈
大
蛇
の
要
求
〉
十
二
三
歳
の
無
垢
の
乙
女

〈
供
物
〉
牛
羊

〈
主
人
公
の
住
処
〉
將
樂
縣

〈
主
人
公
の
父
〉
李
誕

〈
主
人
公
〉
六
人
姉
妹
の
年
若
の
寄

〈
武
器
〉
剣

〈
大
蛇
の
姿
〉
頭
は
囷
ほ
ど
も
あ
り
、
眼
は
二
尺
の
鏡
の
如
く

【
A
】
青
木

〈
舞
台
〉
小
樽
手
宮
の
山
の
西
北
の
裂
け
目

〈
大
蛇
の
大
き
さ
〉
長
さ
七
八
丈
、
大
さ
十
圍

〈
大
蛇
の
要
求
〉
十
二
三
歳
の
無
垢
の
乙
女

〈
供
物
〉
牛
羊

〈
主
人
公
の
住
処
〉
イ
ワ
ナ
イ

〈
主
人
公
の
父
〉
イ
ワ
ナ
イ
の
酋
長
（
名
前
無
し
）

〈
主
人
公
〉
六
人
姉
妹
の
年
若
の
娘
（
名
前
無
し
）

〈
武
器
〉
マ
キ
リ

〈
大
蛇
の
姿
〉
頭
は
囷
ほ
ど
も
あ
り
、
眼
は
二
尺
の
鏡
の
如
く

橋
本
【
第
二
話
】

〈
舞
台
〉
小
樽
の
西
北
一
里
位
祝
津
の
赤
岩
山

〈
大
蛇
の
大
き
さ
〉
長
さ
七
、八
丈
胴
の
太
さ
二
斗
樽
位

〈
大
蛇
の
要
求
〉
十
四
五
歳
の
無
垢
の
處
女

〈
供
物
〉
熊
鹿

〈
主
人
公
の
住
処
〉
余
市

〈
主
人
公
の
父
〉
ウ
ヘ
レ
チ

〈
主
人
公
〉
九
人
姉
妹
の
末
の
シ
ト
ナ
イ

〈
武
器
〉
マ
キ
リ

〈
大
蛇
の
姿
〉
大
頭
に
二
つ
の
眼
は
太
陽
の
如
く
光
を
放
つ

物
語
の
舞
台
は
中
国
か
ら
小
樽
へ
変
わ
り
、
白
龍
権
現
伝
説
の
あ
る
赤

岩
山
へ
と
移
っ
た
。

大
蛇
の
大
き
さ
は
わ
か
り
や
す
い
日
本
の
単
位
に
な
り
、
生
贄
の
年
齢

は
十
二
〜
三
歳
か
ら
十
四
〜
五
才
に
変
わ
っ
た
。
大
蛇
に
供
え
た
品
は
牛

羊
か
ら
ア
イ
ヌ
民
族
風
に
熊
鹿
に
変
わ
り
、
登
場
人
物
の
住
処
も
中
国
か

ら
北
海
道
の
イ
ワ
ナ
イ
、
そ
し
て
余
市
に
変
わ
り
、
人
の
名
前
に
は
ア
イ

ヌ
の
名
が
付
い
た
。
大
蛇
を
倒
す
武
器
は
剣
か
ら
大
蛇
を
切
り
倒
す
に
は

不
向
き
で
あ
ろ
う
マ
キ
リ
（
小
刀
）
に
な
っ
た
。
大
蛇
の
頭
の
大
き
さ
を

表
す
際
に
、
日
本
や
ア
イ
ヌ
文
化
に
は
な
い
囷
ま
る
ぐ
ら（
中
国
の
穀
物
庫
）
と

い
う
表
現
は
削
除
さ
れ
た
。

四
．「
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
」

ア
イ
ヌ
民
間
説
話
の
研
究
活
動
は
金
田
一
京
助
、
久
保
寺
逸
彦
、
知
里

真
志
保
ら
に
よ
る
も
の
が
知
ら
れ
て
い
る
。
阿
部
敏
夫
は
創
作
ア
イ
ヌ
伝
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説
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」
を
例
と
し
て
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
青
木
純
二

を
含
む
新
聞
人
ら
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
ア
イ
ヌ
文
化
の
伝
承
が
な
い
「
ア

イ
ヌ
の
民
間
説
話
」
が
地
域
に
伝
承
さ
れ
て
き
た
か
の
よ
う
な
現
状
を
指

摘
し
て
い
る）

30
（

。

「
紅
ス
ズ
ラ
ン
伝
説
」
や
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
の
よ
う
な
非
ア
イ
ヌ
民
族

の
日
本
人
に
よ
る
「
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
」
は
研
究
対
象
に
な
り
に
く
い
。

ア
イ
ヌ
口
承
文
学
者
の
丹
菊
逸
治
は
ア
イ
ヌ
の
伝
説
と
言
わ
れ
て
い
る「
白

蛇
伝
説
」
に
対
し
て
「
こ
の
手
の
「
ア
イ
ヌ
の
伝
説
」
の
元
ネ
タ
探
し
に

つ
い
て
は
、
ア
イ
ヌ
関
連
の
研
究
者
は
あ
ま
り
興
味
を
持
た
な
い
の
で
、

そ
も
そ
も
研
究
自
体
が
少
な
い）

31
（

」
と
語
っ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
た

「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
等
の
伝
承
者
が
わ
か
ら
な
い
伝
説
に
つ
い
て
、
研
究
者

た
ち
は
ア
イ
ヌ
の
口
承
説
話
と
し
て
研
究
を
し
て
い
な
い
。
疑
わ
し
い
と

気
づ
い
て
い
て
も
、「
怪
し
げ
な
伝
説
」
の
研
究
は
積
極
的
で
は
な
い
。
そ

れ
は
偽
史
の
類
全
般
に
言
え
る
こ
と
だ
ろ
う
。

い
つ
ど
こ
で
誰
か
ら
聞
き
取
っ
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、「
ア
イ
ヌ
の
伝

説
」
で
あ
る
と
し
て
地
域
に
定
着
し
た
「
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
」
は
そ
の
全

貌
す
ら
わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
や
「
紅
ス
ズ
ラ
ン
」

か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
ア
イ
ヌ
民
族
や
文
化
を
軽
視
し
た
姿
勢
で
作
ら
れ

た
伝
説
に
「
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
二
〇
二
〇
年
の
今
も

変
わ
る
こ
と
な
く
「
伝
説
集
」
等
で
受
け
継
が
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
「
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
」
は
そ
の

評
価
が
十
分
に
な
さ
れ
な
い
ま
ま
今
に
至
り
、
そ
の
一
部
で
あ
る
「
シ
ト

ナ
イ
伝
説
」
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
ゲ
ー
ム
に
登
場
す
る
ま
で
に
な
っ

た
。
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
古
い
資
料
ほ
ど
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

誰
で
も
簡
単
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
稿
で
も
国
会
図
書
館
オ
ン

ラ
イ
ン
やInternetarchive

な
ど
の
ウ
ェ
ブ
ア
ー
カ
イ
ブ
を
利
用
し
て
い

る
。国

は
文
化
資
源
が
地
方
創
生
、
観
光
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
期
待
し

て
い
る
。
二
〇
二
〇
年
七
月
十
一
日
「
国
立
ア
イ
ヌ
民
族
博
物
館
」
通
称

「
ウ
ポ
ポ
イ
」
が
開
業
し
た
。「
ウ
ポ
ポ
イ
」
も
ま
た
観
光
の
起
爆
剤
と
な

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
然
る
に
「
創
作
ア
イ
ヌ
伝
説
」
に
関
す
る

研
究
が
未
だ
途
上
に
あ
り
、
半
ば
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
筆
者
は
危
機

感
を
覚
え
る
。

今
回
そ
の
一
部
で
あ
る
「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」
の
作
成
過
程
が
特
定
で
き
、

ア
イ
ヌ
の
口
承
説
話
で
は
な
い
こ
と
を
指
摘
で
き
た
こ
と
に
よ
り
、
ア
イ

ヌ
文
化
の
安
易
な
「
フ
リ
ー
素
材
」
利
用
と
「
ア
イ
ヌ
伝
説
」
利
用
に
対

し
て
今
一
度
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
、「
シ
ト
ナ
イ
伝
説
」

を
通
じ
て
一
石
を
投
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
筆
者

は
こ
れ
を
報
告
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

注（
1
） 「
英
語
版
『Fate/G

rand O
rder

』 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ベ
ト
ナ
ム
・
タ
イ
の
五
か
国
に
配
信
地
域
を
拡

大
」『D

ELiG
H

TW
O

RK
S

ニ
ュ
ー
ス
リ
リ
ー
ス
』https://w

w
w.

delightw
orks.co.jp/new

s/20180419-1442

『Fate/G
rand 

O
rder

』
は
日
本
国
内
版
を
二
〇
一
五
年
七
月
に
配
信
を
開
始
し
、
海

外
向
け
に
は
、
簡
体
字
版
を
二
〇
一
六
年
十
月
に
、
繁
体
字
版
を

二
〇
一
七
年
五
月
に
、北
米
地
域
向
け
英
語
版
を
二
〇
一
七
年
六
月
に
、

韓
国
語
版
を
二
〇
一
七
年
十
一
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
配
信
を
開
始
し
た
。

（
二
〇
二
〇
年
八
月
十
二
日 

最
終
確
認
）

（
2
） 

二
〇
一
八
年
七
月
二
十
五
日
『Tw

itter

』
に
て
『
捜
神
記
』
の
「
李
寄

斬
蛇
」
が
元
ネ
タ
だ
ろ
う
と
指
摘
が
あ
っ
た
。

 

　
二
〇
一
八
年
七
月
二
十
六
日
、
中
国
の
大
型
電
子
掲
示
板
『
N
G
A

玩
家
社
区
』
に
て
こ
の
神
話
は
『
捜
神
記
』
の
「
李
寄
斬
蛇
」
に
あ
ま

り
に
も
似
て
い
る
と
指
摘
が
あ
っ
た
。

（
3
） 

脇
哲
『
新
北
海
道
伝
説
考
』
一
九
八
四　
北
海
道
出
版
企
画
セ
ン
タ
ー　

一
七
九
〜
一
八
四
頁

（
4
） 

斉
藤
大
朋
「『
北
海
道
の
口
碑
伝
説
』
と
は
何
か
」『
北
海
道
地
域
文
化

研
究
』
八　
二
〇
一
六　
北
海
道
地
域
文
化
研
究

（
5
） 

青
木
純
二
『
ア
イ
ヌ
の
伝
説
と
其
情
話
』
一
九
二
四　
富
貴
堂
書
房 

二
一
〇
〜
二
一
二
頁

（
6
） 

中
川
譲
『
文
章
類
似
度
算
出
（
速
攻
ハ
ッ
ク
版
）』https://ofo.jp/

sim
ilarity.php 2015

 
K

A
K

A
SI project http://kakasi.nam

azu.org/index.htm
l.ja 

に
よ
っ

て
漢
字
仮
名
ま
じ
り
文
を
ひ
ら
が
な
文
や
ロ
ー
マ
字
文
に
変
換
し
た

後
、PH

P

のsim
ilar_text https://w

w
w

.php.net/m
anual/ja/

function.sim
ilar-text.php

を
実
行
し
、
二
つ
の
文
字
列
の
間
の
類
似

性
を
計
算
し
パ
ー
セ
ン
ト
で
示
し
た
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。「
コ

ピ
ペ
の
改
竄
程
度
の
場
合
は
、
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
数
字
が
出

る
と
思
わ
れ
ま
す
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
7
） 

注
（
3
）
に
同
じ
。

（
8
） （
東
晋
）
干
宝
『
捜
神
記
』
十
九
巻
（
文
瀾
閣
四
庫
全
書
版
、
浙
江
大
学

図
書
館
所
蔵
、Internet A

rchive

﹇https://archive.org/details/06050852.
cn/page/n182/m

ode/2up

﹈
一
八
三
〜
一
八
四
頁
（
二
〇
二
〇
年
八
月

十
四
日
最
終
確
認
）

（
9
） 

松
井
等
『
伝
説
之
支
那
』
一
九
二
二　
楠
林
書
店　
二
一
〜
二
四 

頁

（
10
） 

勝
山
稔
「
近
代
日
本
に
於
け
る
中
国
白
話
小
説
「
三
言
」
の
受
容
に
つ

い
て
：
新
た
に
発
見
さ
れ
た
松
井
等
の
事
例
（
一
九
二
二
年
）
を
中
心

と
し
て
」『
国
際
文
化
研
究
』
二
〇　
二
〇
一
四　
東
北
大
学
国
際
文

化
学
会

（
11
） 

干
宝
（
竹
田
晃
訳
）『
捜
神
記
』
二
〇
二
〇　
平
凡
社
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

五
六
九
〜
五
七
頁

（
12
） （
元
）
王
禎
『
農
書
』
十
六
巻
（
文
瀾
閣
四
庫
全
書
版
、
浙
江
大
学
図
書

館
所
蔵
、Internetarchive

﹇https://archive.org/details/06049872.cn/
page/n112/m

ode/2up

﹈
二
〇
二
〇
年
八
月
十
七
日
最
終
確
認
）

（
13
） 

櫻
井
美
紀
「「
大
工
と
鬼
六
」
の
出
自
を
め
ぐ
っ
て
」『
口
承
文
芸
研
究
』

一
一　
一
九
八
八

（
14
） 

阿
部
敏
夫
「
大
正
期
に
お
け
る
ア
イ
ヌ
民
話
集
／
北
海
道
の
義
経
伝
説
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と
ア
イ
ヌ
」『
平
成
十
四
年
度
普
及
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
報
告
』
二
〇
〇
三

（
15
） 

新
聞
研
究
所
（
編
）『
日
本
新
聞
年
鑑　
大
正
十
四
年
版
』
一
九
二
五 

新
聞
研
究
所　
第
四
編　
七
〇
頁

（
16
） 
二
〇
一
七
年
四
月
六
日
、『Tw

itter

』
に
て
知
里
幸
恵
『
ア
イ
ヌ
神
謡

集
』
内
の
六
話
と
同
じ
内
容
、
同
じ
順
番
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

さ
れ
て
い
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
17
） 「
著
作
権
Q
＆
A
」
公
益
社
団
法
人
著
作
権
情
報
セ
ン
タ
ー https://

w
w

w.cric.or.jp/qa/hajim
e/hajim

e1.htm
l

「
民
話
、
伝
説
な
ど
地
域

に
伝
承
さ
れ
る
話
の
大
筋
は
そ
の
ま
ま
で
、
枝
葉
に
お
い
て
多
少
の
修

正
増
減
を
加
え
た
だ
け
の
よ
う
な
場
合
は
、
そ
こ
に
新
た
な
創
作
性
は

認
め
ら
れ
ず
、
新
た
な
著
作
物
で
は
あ
り
ま
せ
ん
」（
二
〇
二
〇
年

十
一
月
四
日 

最
終
確
認
）

（
18
） 

札
幌
放
送
局
『
北
海
道
郷
土
史
研
究
』
一
九
三
二　
日
本
放
送
協
会
北

海
道
支
部
「
小
樽
の
昔
噺
」
三
六
〇
〜
三
六
二
頁

（
19
） 

北
海
道
庁
『
北
海
道
立
文
書
館
所
蔵
資
料
案
内
〜
私
文
書
』「
橋
本
尭

尚
関
係
文
書
」http://w

w
w.pref.hokkaido.lg.jp/sm

/m
nj/d/guide/

b/h/hasim
otogyousyou.htm

（
二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
一
日
最
終
確

認
）

（
20
） 

洛
西
橋
本
尭
尚　
天
民
阪
牛
祐
直
『
小
樽
の
人
と
名
勝
』
一
九
三
一　

小
樽
出
版
協
会　
二
一
六
〜
二
一
八
頁

（
21
） 

藤
島
隆
「
小
樽
図
書
館
の
設
立
過
程
と
活
動
に
つ
い
て
」『
北
海
学
園

大
学
学
園
論
集
』
一
二
九　
二
〇
〇
六 

（
22
） 

日
本
放
送
協
会
『
ラ
ヂ
オ
年
鑑
．
昭
和
七
年
』
一
九
三
二　
日
本
放
送

出
版
協
会

（
23
） 

小
樽
高
野
山
日
光
院
『
日
光
院
案
内
』http://r.goope.jp/nikkouinn/

m
enu

（
二
〇
二
〇
年
八
月
二
十
一
日 

最
終
確
認
）

（
24
） 

注
（
17
）
三
五
六
頁

（
25
） 

弘
前
市
立
図
書
館
『
津
軽
一
統
志
』
一
七
七
六

（
26
） 

河
野
本
道
（
選
）『
第
二
期
ア
イ
ヌ
史
資
料
集
』
六 

一
九
八
一　
北
海
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学
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デ
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ベ
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ス
『
明
治
元
年
明
治
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年
小
樽

高
島
明
細
書
』
五
二
頁

（
28
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遠
藤
匡
俊
「
一
八
〇
〇
年
代
初
期
の
ア
イ
ヌ
の
社
会
構
造
と
命
名
規
則

の
空
間
的
適
用
範
囲
」『
地
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学
評
論
』
七
七
（
一
）
二
〇
〇
四
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『
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伝
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と
情
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』
一
九
二
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朝
日
新
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社
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阿
部
敏
夫
『
北
海
道
民
間
説
話
〈
生
成
〉
の
研
究
：
伝
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・
採
訪
・
記

録
』
二
〇
一
二　
共
同
文
化
社
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丹
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逸
治
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）
二
〇
一
九
年
四
月
二
九
日
『Tw

itter
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（
ひ
つ
じ
・
よ
う
こ
／
ア
イ
ヌ
文
化
研
究
家
）

【
第
七
七
回
研
究
例
会　
野
村
純
一
論
―
そ
の
研
究
手
法
と
業
績
―
】

研
究
例
会
報
告

山 

田　
栄 

克

二
〇
一
九
年
十
月
二
十
日
、
第
七
七
回
研
究
例
会
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
野
村
純
一
論
―
そ
の
研
究
手
法
と
業
績
―
」
を
國
學
院
大
學
院
友
会

館
で
開
催
し
た
。

野
村
純
一
（
一
九
三
五
年
〜
二
〇
〇
七
年
）
は
本
学
会
創
立
か
ら
尽
力

し
、
多
く
の
研
究
成
果
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
方
法
に
つ
い
て
も
ま
だ
ま
だ

発
見
が
多
く
あ
る
。
司
会
を
務
め
た
私
も
そ
の
研
究
の
す
べ
て
を
理
解
で

き
て
い
る
と
は
言
え
な
い
が
、
そ
の
足
跡
と
成
果
か
ら
の
可
能
性
は
未
だ

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
特
に
昨
今
、
昔
話
は
社
会
の

大
き
な
変
化
に
伴
っ
て
担
い
手
が
「
伝
統
的
な
語
り
手
」
か
ら
「
新
し
い

語
り
手
」
と
な
っ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ
ど
、
そ
の
伝
承
母
体

及
び
、
そ
の
性
質
を
変
化
さ
せ
て
い
る
。
そ
れ
は
昔
話
だ
け
で
は
な
く
、

伝
説
で
す
ら
も
そ
う
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て

い
る
と
痛
感
す
る
場
面
が
多
く
な
っ
た
。
そ
う
い
っ
た
伝
承
が
大
き
く
変

化
し
て
い
く
過
渡
期
に
昔
話
の
調
査
及
び
研
究
の
第
一
線
で
功
績
を
残
し

た
野
村
の
成
果
や
方
法
を
整
理
す
る
こ
と
が
学
界
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う

と
い
う
思
い
で
、
こ
の
例
会
を
計
画
し
た
。

パ
ネ
リ
ス
ト
に
は
、
野
村
と
同
じ
時
代
に
國
學
院
大
學
を
研
究
拠
点
と

し
て
お
り
、『
野
村
純
一
著
作
集
』（
全
九
巻
）
の
編
集
責
任
も
務
め
た
小

川
直
之
氏
か
ら
民
俗
学
、
文
化
学
の
視
点
か
ら
、
野
村
の
著
書
『
新
・
桃

太
郎
の
誕
生
』（
二
〇
〇
〇　
吉
川
弘
文
館
）
刊
行
と
同
時
期
に
桃
太
郎
を

伝
説
と
し
て
研
究
し
て
い
た
齊
藤
純
氏
、
野
村
の
教
え
を
直
接
受
け
た
常

光
徹
氏
か
ら
発
言
を
い
た
だ
い
た
。
詳
し
く
は
こ
の
あ
と
に
続
く
論
考
の

中
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
当
日
に
私
が
と
っ
た
メ
モ
か
ら

そ
の
内
容
を
振
り
返
り
た
い
。

小
川
氏
は
「
口
承
文
芸
の
文
化
学
―
野
村
純
一
の
視
座
―
」
と
題
し
、

野
村
の
業
績
に
つ
い
て
、
国
際
研
究
の
土
台
作
り
、
口
承
文
芸
、
特
に
昔

話
を
芸
能
な
ど
と
関
連
付
け
、
そ
し
て
昔
話
に
は
作
法
（
規
律
）
が
あ
る

こ
と
が
人
文
学
の
学
問
対
象
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
担
保
し
て
い
る
こ
と

を
明
確
に
し
た
と
指
摘
し
た
。
そ
し
て
語
り
の
時
空
論
を
明
ら
か
に
し
、

現
場
を
理
論
に
し
て
い
っ
た
過
程
に
述
べ
た
。

齊
藤
氏
は
、「
遠
望
す
る
野
村
純
一
―
物
語
と
「
も
う
ひ
と
つ
」
の
発

想
―
」
と
題
し
、
研
究
を
志
し
た
こ
ろ
の
書
籍
か
ら
の
、
そ
し
て
桃
太
郎

論
か
ら
の
野
村
に
つ
い
て
の
発
表
で
あ
っ
た
。
野
村
の
名
前
は
『
民
俗
調

査
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』（
一
九
七
四　
吉
川
弘
文
館
」）
や
『
民
俗
研
究
ハ
ン

ド
ブ
ッ
ク
』（
一
九
七
八　
吉
川
弘
文
館
）
な
ど
の
研
究
者
の
入
門
書
で
若

手
の
導
き
手
だ
け
で
は
な
く
、『
別
冊
歴
史
読
本
』（
一
九
八
三　
新
人
物

往
来
社
）
の
よ
う
な
大
衆
的
な
読
み
物
に
も
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
大
衆

的
・
庶
民
的
な
姿
勢
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
る
と
し
た
。
そ
し
て
研
究
者
が

多
く
の
事
例
に
当
て
は
ま
る
よ
う
に
抽
象
的
な
表
現
を
行
う
の
に
対
し
、


